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1.　はじめに
2015年度より、鳥取大学附属中学校では、「自
立し、 つながり、 探究し、 創造する力の育成　





音楽の学習は、 音楽活動 （歌を歌う、 楽器を
演奏する、音楽をつくる、音楽を聴く） を通して、
言わばアクティブ （活動的） に学習が行われる。
しかし、 そのことをもって生徒の 「主体的 ・対話
的で深い学び」 が実現しているとは言えない。
大切なことは、 子ども一人ひとりが感性を働かせ
ながら、 思考 ・ 判断し、 表現する一連の過程を
大切にした学習指導を実践することである。
平成 29 年 7 月に告示された中学校学習指導








Rie okumura （Tottori University Junior High School） : An example of managing of the creative 
activity in music classes in junior high schools― melody making exploiting tones that constitute 
a chord example of managing of the creative activity in music classes in junior high schools.
 
要旨 ― 生徒が思いや意図をもって主体的に音楽表現していくための題材として、 「和音の構成
音を生かした旋律づくり～掃除時間のＢＧＭをつくろう～」 を設定し、 その授業を実施した結果
を考察した。 生徒が創作した旋律は、 掃除時間のＢＧＭとして適する特徴をもち、 授業後のア
ンケートからも、 読譜力や演奏技能が向上し、 音楽表現の理解が深まることが確認できた。 本
授業を実施した後の合唱授業においても、 音楽用語を用いた活発なグループ練習を行う姿が
見られたり、 音楽記号や音符の長さを共通理解しようとする拡大掲示物を自主的に作成したりす
るなど、 積極的な取り組みが増加した。 以上の結果から、 音楽の学習において、 「自立し、 つ
ながり、 探究し、 創造する力を育成する学校教育の研究」 （鳥取大学附属中学校 2018） のポ
イントに基づいた題材を設定することにより、 音楽の学習に対する生徒の取り組みに自発的な姿
勢がみられ、 深い学びによる音楽表現の向上が期待できることを明らかにした。
キーワード ― やりくり、 非定型の問題、 自主的 ・創造的な学習、 深い学び、 旋律創作
Abstract ―As materials to make students proactively express music with intentions and emotions, 
classes were set up and conducted with the theme “Melody making utilizing scales that constitute 
chords ― Let’s compose a BGM for the time of school cleaning”. An analysis of questionnaire 
conducted after the classes showed that students were able to not only enhance their ability to read 
music but deepen their understanding on music expression. Students who attended the classes also 
showed challenging attitude, such as making posters by themselves to understand musical signs or 
musical notes of different lengths in the choral lessens conducted after the experimental classes. 
Thus, it was found that materials provided under the theme of the lesson study in Tottori University 
Junior High School in 2018 “Cultivation of students’ powers to be self-reliant, cooperative, 
inquiring, and creative” were effective for the improvement of music expression. 
Key words ― managing, non-standard issues, self-motivating and creative learning, 
 deep learning, melody making 
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（文部科学省 2017）、 と記されている。 学習に
おいては、どのように表現するか試行錯誤したり、
楽曲の特徴や、 演奏のよさ ・ 美しさは何かなど
について考えたりする活動が不可欠である。





























立し、 つながり、 探究し、 創造する力の育成　

















る。 旋律は、 固定された和音の進行の上に、 無
数に音の組合せが考えられる。 和音進行について




























た。 和音や和声の学習については、 学級の 3
分の 1 程度の生徒が小学校高学年で取り組ん





ダーについては、 4 月から 8 小節程度の様々
な楽曲を演奏してきた。 その際、 スタッカート ・










ダー、 4 人グループで 1 つの電子ピアノ、 i Pad
のうちいずれかを自由に使用できることとした。
リコーダー演奏を苦手とする生徒に対して、 i 
Pad のアプリ 「Garage Band」 （図 2） を用いる
ことにより、 演奏技術に依存せず、 気軽に音を
出して試そうとする意欲を高めることをねらって




である。 さらに、 i Pad を用いることで、 中間発




第 1 時 ： ◎カノンの和音進行の雰囲気を味わう。
 ◎様々な音のつながり方を知覚し、 旋
律の雰囲気の違いを感受する。






















図 2. i Padアプリ 「Ｇａｒａｇｅ　Ｂａｎｄ」
図 3. 学習の様子
105
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019








第 3 時 ： ◎ペアで旋律を創作する。





第 4 時 ： ◎中間発表を通して、 自分たちの作品
を再考する。











第 5 時 ： ◎作品を録音し、 鑑賞する。
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図 7に示すワークシートに記入した生徒は、 リ



















与える。 図中②の部分では、 連続した 16 分音
符の使用と跳躍した 8 分音符 ・ 16 分音符の使
用、 さらに、 リズムの反復使用により、 にぎやか
図 6. ワークシート （段階的なイメージの明確化）
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音楽創作活動における 「やりくり」 のたとえば　～和音の構成音を生かした旋律づくり～ 
な音の動きが表現されている。 図中③の部分で





































図 10. アンケートの記述 （音のつながり方やリズム、
奏法による旋律の雰囲気への影響について）
図 11. アンケートの記述 （楽譜や読譜、 リコーダー
の演奏技能について）
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